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デジタルハリウッド大学
2019 年度 一般入学試験 A 方式 

数学問題（60 分） 

受験についての注意

1. 監督の指示があるまで、問題冊子は開かないこと。

2. 携帯電話、スマートフォンなどの音が鳴るような電子機器は全て電源を切っておくこと。

3. 腕時計を持ってきている者は、予め机の上の見える位置に置き、試験中は触らないこと。

4. 試験開始前に監督から指示があったら、解答用紙の所定欄に氏名と受験番号を記入すること。

5. 監督から試験開始の合図があったら、この問題冊子を開き、16 ページ（白紙のページを含む）そ

ろっているか確認すること。

6. 解答は、解答用紙の各選択肢から正解と思う符合または数字を一つ選び、マーク欄をぬりつぶすこ

と。マーク欄以外には何も記載しないこと。解答の際には、マーク欄の枠からはみ出したり、白い部

分を残したり、そのほかの部分に記入したりしないこと。

7. 筆記用具は HB の黒鉛筆、または HB のシャープペンシルを使用すること。その他の筆記用具の使

用は認めない。

8. マークを訂正する場合は、消しゴムで丁寧に消すこと。消しくずはきれいに取り除くこと。

9. 時計のアラームや計算機能、辞書機能などは一切使用しないこと。

10. 解答用紙を折り曲げたり、破ったりしないこと。

11. 試験中の退場は認めない。

12. この問題冊子と解答用紙は持ち帰り厳禁とする。試験終了後、ともに回収される。



2



第１問（配点 25）

[1] 命題について考える。

(1) 命題「a2 > 4」が真となるような実数 aの値の範囲は「a< アイ

または ウ < a」であるから，二つの命題「a2 > 4」と「a< アイ

または ウ < a」は エ である。

また，命題「a> −2ならば，a2 > 4」は オ である。

ただし， エ と オ には当てはまるものを下の 0⃝～ 5⃝から一つずつ

選べ。

0⃝ 真 1⃝ 偽 2⃝ 仮定 3⃝ 結論 4⃝ 同値 5⃝ 反例
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(2) 「a> −2」を満たすすべての実数 aに対して，「(a+b)2 > 4」が常に成り

立つ正の実数 bの最小値は カ であるから，命題「a> −2かつ

b= カ 」は「(a+b)2 > 4」であるための キ 。

また，命題「a> −2かつ b= カ ならば，(a+b)2 > 4」の対偶は

「 ク ならば ケ 」である。

ただし， キ には当てはまるものを下の 0⃝～ 3⃝のうちから一つ選び，

ク と ケ には当てはまるものを下の 4⃝～ 9⃝のうちから一つずつ選

べ。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 十分条件ではあるが，必要条件ではない
2⃝ 必要条件ではあるが，十分条件ではない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない

4⃝ a> −2かつ b= カ

5⃝ a> −2または b= カ

6⃝ a5 −2かつ b< カ

7⃝ a5 −2または b< カ

8⃝ (a+b)2 > 4

9⃝ (a+b)2 5 4
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[2] ２つのデータ x, yの相関係数について考える。
データ xの平均値を x̄= 100，分散を s2x = 100，標準偏差を sx = 10とし，
データ yの平均値を ȳ= 200，分散を s2y = 400，標準偏差を sy = 20とし，
xと yの共分散を sxy = −150とする。

(1) xと yの相関係数 rを小数点以下第 2位まで求めると，

r =
ア

イ ウ
= エオ . カキ

である。

ただし， ア ～ ウ には当てはまるものを下の 0⃝～ 7⃝から一つずつ

選べ。なお， イ と ウ は解答の順序を問わない。

0⃝ x̄ 1⃝ ȳ 2⃝ sx 3⃝ s2x

4⃝ sy 5⃝ s2y 6⃝ sxy 7⃝ s2xy

(2) 一般に，相関係数 rが取る値の範囲は クケ 5 r5 コ であり，(1)の

計算結果からは，データ xの値が増加すると，データ yの値は サ 傾向

にあることが分かる。

ただし， サ には当てはまるものを下の 0⃝～ 2⃝から一つ選べ。

0⃝ 減少する 1⃝ 増加する 2⃝ 変化しない
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[2] △ABCにおいて，AB = 4, BC = 2, ∠ABC = 120◦ とすると，

cos∠ABC =
アイ
ウ

, sin∠ABC =

√
エ

オ

であり，CA = カ
√

キ である。

(1) △ABCの面積は ク
√

ケ で，外接円の半径は
コ

√
サシ

ス

である。

(2) 辺 CAの中点を Dとし，線分 BDの延長が Bの反対側で外接円と交わる

点を Eとすると，BD =
√

セ であり，DE =
ソ

√
タ

チ
であ

る。
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第４問と第５問のうちのどちらか１問を選んで解答せよ。

第４問（選択問題）（配点 25）

数字が書かれたカード 1 , 2 , 3 , 4 , 5 がそれぞれ 1枚ずつある。

(1) この 5枚のカードから 3枚のカードを選んだときのカードの組合せは

アイ 通りあり，5枚のカードから 3枚のカードを取り出して一列に並

べる並べ方は全部で ウエ 通りある。

(2) この 5枚のカードから 3枚のカードを選んで，一列に並べたときにできる
3桁の数について考える。

(a) 3桁の数の百の位が奇数である確率は
オ
カ

であり，十の位も奇数

である確率は
キ
クケ

であり，3桁のすべての位が奇数である確

率は
コ
サシ

である。

(b) 同様に，百の位が奇数，十の位が偶数，一の位が奇数である確率は

ス
セ

である。また，百の位が偶数，十の位が偶数，一の位が奇数

の確率は
ソ
タチ

であり，百の位が偶数，十の位が奇数，一の位が

奇数の確率は
ツ
テ

である。
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(c) 3桁の数が奇数である確率は
ト
ナ

である。

(d) 1桁目が奇数であるとき，その 3桁の数が奇数である条件付き確率は

ニ
ヌ

である。

(e) 3桁の数が偶数である確率は
ネ
ノ

である。
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